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昨年度（令和５年度）の取組実績を報告します。

（内　訳）

１　プラスチックの削減

２　プラスチックの回収

注１

  ２

  ３

  ４

【推計方法の例】

　・スプーン提供とりやめの削減量＝取組前の年間スプーン使用量（使用本数×スプーンの重量）　※取組を継続する間は毎年計上します。

　・プラスチック製容器包装の削減量（再生プラスチック20％配合のカップの場合）＝年間使用量×20％　※新品材料の削減量とします。

プラスチックの削減量・回収量は、実績報告のあった取組店の合計値を県ホームページ等で公表しますので、個別の事業者、
事業所・店舗の数値は非公表とします。

・スプーン（バイオマスプラスチック配合製品）●㎏
・ストロー（紙ストローに切り替え）●㎏
・アメニティ類の提供量の減少●㎏
・ハンガーの再利用の効果●㎏

・トレイ、弁当容器等（再生プラ、バイオプラ配合製品）●㎏
・マイボトルでのドリンク販売（プラスチック製カップ削減）●㎏
・ノントレイ販売●㎏

・商品陳列用フックの素材変更（紙）●㎏

品目 回収量(㎏) 品目

合　計 522,000

回収量(㎏)

12,000

100,000

5,000

5,000

衣類（合成繊維含む）

衣類用ハンガー

その他（日用品つめかえパック）

その他（歯ブラシ　　　）

その他（　　　　　　　　）

卵パック 10,000

食品トレイ（透明トレイ・ふた）

250,000

20,000

120,000

25.7

ペットボトル

ペットボトルキャップ

食品トレイ（白色トレイ）

食品トレイ（白色以外トレイ）

ぐんまプラごみ削減取組店　実績報告書

報告対象
取組店数 35 事業所（店舗）

1-018-001～035　○○スーパー前橋店～太田店

報告日 令和６年６月３０日

プラスチックの削減量は、取組をしていない状態を「ゼロ」として、取組を行ったことにより減った量（マイナス）とします（前年度と
の比較ではありません）。事業所・店舗において算出できる可能な方法で推計してください。

削減量（㎏）

プラスチック製容器包装（レジ袋を除く）は、　　　 がついているものとします。

　①使い捨てプラスチック製品（注1）

区分

　②プラスチック製容器包装（注２）
　　（レジ袋を除く）

　③その他のプラスチック

内　訳　等

区分

合　計 71.2

　使用済プラスチックの店頭回収

使い捨てプラスチック製品は、次の製品としてください。
 ・ 小売業、飲食店（フォーク、スプーン、テーブルナイフ、マドラー、飲料用ストロー）
 ・ 宿泊業（ヘアブラシ、くし、かみそり、シャワーキャップ、歯ブラシ） 　　・ クリーニング業（衣類用ハンガー、衣類用カバー）

35.5

10.0

メール・FAXは送信日、郵送は発送日を記入してください。


